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【概要】
ビニルハウスに代表される園芸施設では，近年，様々な自動灌

水や換気制御など，環境制御に電力を用いる場面が急増している。

本研究は，このような農業用施設（ビニルハウスなど）において，
太陽電池を用い，必要な電力をオンサイトで確保し，様々な制御に
活用する省エネルギー型のビニルハウスなどを実現するシステム
を構築するも ある
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商用電源の利用の困難な地域や，低環境負荷で

を構築するものである。
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利用できるビニルハウスなどの園芸施設のニーズ
に応えるため，太陽電池と省電力制御装置からな
る施設システムの開発を行った。
制御装置の省電力化を実現することで，待機電

力を削減でき，数ワット程度の発電能力の太陽電
池と市販の蓄電池の組み合わせで，安価にシステ
ムを構築することが可能となった。蓄電池蓄電池蓄電池蓄電池 ムを構築することが可能となった。

１）ビニルハウスでの窓の開閉制御システムとして
実証試験を行い，ハウス内の気温に応じた窓の
開閉が可能など有効性を確認した。

２）散水システムなどへの応用が可能である。

３）太陽電池を活用した日射量測定管理システム
も開発を行 た
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【応用例】
・ビニルハウスなどでの環境制御
（窓開閉，温度管理，散水管理など）
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